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研究成果の概要（和文）：「聴覚情報処理の非定型性が、発達に影響を及ぼす」という新しい萌芽的モデルの検
討が、本研究の目的である。研究対象として、ADHDの症状を合併している自閉症幼児を対象に研究を進めた。音
声刺激で聴覚皮質に誘発される聴覚反応（P1m)の左右半球の同調性を幼児用MEGで測定し、じっとしていること
のできる能力との関係を調べた。じっと静止していることのできない幼児では、P1mの左右半球の同調が乏しい
ことが分かった。すなわち、聴覚情報処理の特徴が、多動性と関係していることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to investigate a novel sprout model that "
atypicality of auditory information processing affects development". We researched on children with 
autism with ADHD symptoms. The synchronicity of the auditory evoked responses (P1m) in left and 
right hemispheres induced by speech stimulation was measured with an child-sized MEG system. We 
investigated the relationship between this brain functional synchronicity and the behavioral ability
 to be kept still. In children who cannot stay still, it was found that the synchronicity of the P1m
 in left and right hemispheres are low. This study revealed that the characteristics of auditory 
information processing are related to ADHD-like symptoms. 

研究分野：児童精神医学
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１．研究開始当初の背景 
注意欠陥多動性障害（以下 ADHD）は、有病
率が約 3％にもおよぶ疾患であり、多動性、
不注意、衝動性を症状の特徴とする神経発達
症もしくは行動障害である。その病態メカニ
ズムについては、薬理学的にはドーパミン系
の障害が想定されている。しかしながら、す
べてのケースで薬物療法が奏功するわけで
なく、多様性が大きいことから、病態生理に
ついては、いまだ詳細は不明である。 
興味深いことに ADHD において、通常の聴
力検査に問題はなくても、軽微な聴覚情報処
理の異常が約 50％に存在すると報告されて
いる。さらに近年、中枢神経系においても、
ADHDにおいては、聴覚野に音で誘発される
神経の活動の左右の同調性に異常があるこ
とも指摘され始めている。すなわち、聴覚情
報処理過程においても、幼児期にわずかな異
常があると、非定型的な「認知特性」を発達
させ、「注意力」などの心理的発達に影響を
与えていることが想定されている。ADHD者
は多因子の疾患であり、先天的な要因と後天
的な要因が複雑に関与し、多様性の高い疾患
である。一部の ADHD は、幼児期より聴覚
入力に対する情報処理過程に異常が存在し、
それと平行するかのように「注意力」を構成
する認知特性が、異なる発達をとげ、定型と
される健常者と異なった表現型に発達を遂
げていると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本課題は、脳機能の下位のレベルに位置する
聴覚情報処理の幼少期の発達が、より高位の
レベルにある「注意」「衝動制御」の成長に
影響するかについて、自閉症スペクトラム症
に合併する多動に焦点を置いて調べる。「聴
覚情報処理の非定型性が、発達に影響をおよ
ぼす」という新しい萌芽的モデルの検討が、
本研究の目的である。そのために、中枢神経
系の評価については、幼児期で脳機能記録が
実施可能な日本唯一の幼児用脳磁図計（以下
幼児用MEG）を活用する。 
 
３．研究の方法 （表１） 

被験者の背景を、表１に示す。ADHD の症状の
合併している自閉スペクトラム症と、合併し
ていない自閉スペクトラム症の５–7 歳児童
を公募し横断的調査を行った。多動性の有無
に つ い て は 、 ADOS の 評 価 に あ る
‘overactivity’の有無をもちいて分類し
た。最終的に、幼児用 MEG で左右の聴覚誘誘
発磁場を精度良く推定できた３５名を研究
対象とした（表１）。 
注意力の持続の指標としては、MEG 測定中に、
じっと動かずにいられる時間の割合を指数
として用いた（静止可能指数）。聴覚刺激に
は、特に、社会的情報に対する脳の反応を調
べる観点から、日本語でコミュニケーション
の際に相手に呼びかけたり、自分の発話に対
して相手からの共感を得るために用いられ
る「ね」という音声刺激を用いた。子どもを
対象に聴覚刺激に対する脳反応を捉えたい
くつかの先行研究からは、1歳から 10歳の子
どもにおいて、最も顕著に見られるのが、刺
激提示後約 100msに現れる成分であり、我々
はこれを P1mとラベルして、その潜時の同調
指数を下記の計算式で求めた。値が高いほど
同調していることになる。 
同調指数 = 1 - | (left - right / left + right) | 
聴覚刺激への脳の反応測定には「幼児に優し
く、脳の聴覚刺激への反応が絶対的に定量で
きる唯一の装置」という観点から、日本で唯
一我々が保有する幼児用MEGを用いて測えい
した。聴覚刺激に対する脳の反応パターンと、
静止保持能力との関連性を明らかにする。 
 
４．研究成果 
音声刺激によって誘発された波形と、聴覚野
に推定された電流源を下図に示す。 

下図のように静止可能指数と、P1m の同調指
数には正の相関関係が認められた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



そして、左右の聴覚野の反応の同調性と、静
止保持能力の相関関係は、ADOS評価におけ
る、多動性の有無に関係なく存在していた。 
聴覚情報処理の異常は、「認知特性」に影
響を与え、「注意力」「言語力」「ワーキング
メモリー」などの様々な心理的発達に影響を
与ると考えられる。今回は、「多動・衝動制
御」に関わっている「身体的な静止保持能力」
に関係していることを明らかにした。 
今後は、縦断的な検討も必要である。さら
に Pureな ADHD、学習障害、発達性強調運
動障害など、他の発達障害に拡張して、検討
する必要がある。 
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